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船舶事故調査報告書 

 

                            平成２７年１０月２２日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  庄 司 邦 昭（部会長） 

                         委   員  小須田   敏 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 乗揚 

発生日時 平成２６年１２月１８日 ０２時３０分ごろ 

発生場所 島根県隠岐の島町黒島埼南岸沖 

 黒島埼灯台から真方位１９４°３５０ｍ付近 

 （概位 北緯３６°１６.００′ 東経１３３°２３.０６′） 

事故調査の経過  平成２６年１２月１８日、本事故の調査を担当する主管調査官（広

島事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 JIN
ジ ン

 HAI
ハ イ

 805（中華人民共和国籍）、２５５トン 

 ３３０９０３１９８８１２０００１、個人所有 

 ３８.４０ｍ（Lr）×７.００ｍ×３.７５ｍ、鋼 

 ディーゼル機関、４４１.０kＷ、１９８８年１２月１５日（建造年

月日） 

 乗組員等に関する情報 船長（中華人民共和国籍） 男性 ４４歳 

 免状等不詳 

航海士Ａ（中華人民共和国籍） 男性 ４４歳 

 免状等不詳 

甲板員Ａ（中華人民共和国籍） 男性 ３８歳 

甲板員Ｂ（中華人民共和国籍） 男性 ４８歳 

甲板員Ｃ（中華人民共和国籍） 男性 ３３歳 

 死傷者等 死亡 １人（船長）、行方不明 １人（甲板員Ａ）、重傷 ２人（甲板

員Ｂ及び甲板員Ｃ）、軽傷 ２人（乗組員） 

 損傷 全損 

 事故の経過  本船は、船長、航海士Ａ及び甲板員Ａほか２２人（全員中華人民共

和国籍）が乗り組み、島根県隠岐諸島北方沖で漁を行っていたが、荒

天のため黒島埼南方沖で避難をしていた。 

 本船は、漁を再開するために、航海士Ａが単独の船橋当直について

漁場に向かう際、平成２６年１２月１８日０２時３０分ごろ、黒島埼

南岸沖の浅瀬に乗り揚げた。 

 本事故発生場所付近で荒天避難をしていた僚船の乗組員は、０４時

１０分ごろ、海上保安庁に本事故を通報した。 

 本船の乗組員２３人は、自力で本船から脱出し、６人が病院に運ば
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れ、うち２人が骨折等で入院し、ほかの２人が第六頸椎骨折、くも膜

下出血及び肺炎の疑いで、隠岐空港から美保航空基地に搬送された

後、島根県出雲市内の病院に再搬送された。 

 船長及び甲板員Ａは、本事故後行方不明となったが、海上保安庁の

巡視船潜水士及び特殊救難隊が捜索中、船長が、１９日０９時３０分

ごろ、本事故発生場所付近の岩場でロープに絡んだ状態で発見され、

１８日０２時３０分ごろ死亡したと検案された。 

（付図１ 事故発生場所概略図、写真１ 本船の状況１、写真２ 本

船の状況２ 参照） 

 気象・海象 気象：天気 雪、風向 北西、風力 ７ 

海象：潮汐 下げ潮の中央期、波高 約６ｍ 

 島根県隠岐区域には、本事故当時、波浪警報並びに大雪、風雪及び

着雪の各注意報が発表されていた。 

 その他の事項  本事故当時、本船の付近には十数隻の僚船が避難していたが、操業

した他船はいなかった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

あり 

 本船は、黒島埼南方沖で荒天避難した後、漁場に向かう際、黒島埼

南岸沖の浅瀬に乗り揚げたものと考えられるが、乗組員からの情報が

得られなかったことから、乗揚に至る状況を明らかにすることはでき

なかった。 

原因  本事故は、夜間、本船が、黒島埼南方沖で荒天避難した後、漁場に

向かう際、黒島埼南岸沖の浅瀬に乗り揚げたことにより発生したもの

と考えられる。 

参考  今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

 ・警報、注意報が発表されているときは、出漁を控えること。 
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 付図１ 事故発生場所概略図 

   

 
 

事故発生場所 

（平成２６年１２月１８日 

０２時３０分ごろ発生） 

島根県 

隠岐の島町 

黒島埼 
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写真１ 本船の状況１ 

   

        
 

 

写真２ 本船の状況２ 

 

        


